

































































































































の “ガールズ ” 支援」は、若年無業女性が人間関係やメンタルヘルスの問題を複数抱えて
おり、これに対応すべく就業支援講座と就労体験を実施した結果を報告している。
　以上の論文のほか、各部の最後にコラムと呼ばれる直井道子、本田由紀、小杉礼子によ
る短い論考が収録されている。
　本書を通じて山田論文に対する言及があり、山田論文で提示されたフレームワークが執
筆者らの間で共有されていることが分かる。一方で、4章以降の貧困女性の調査や支援現
場からの報告は、貧困女性たちが人間関係のトラブル、DVその他の暴力、性的搾取、メ
ンタルヘルスの問題など、非常に広い意味での「関係性の困難さ」に直面している事実を
描き出している。広範囲の事例が紹介されていることを考慮すると、この「関係性の困難
さ」の共通性は印象的である。4章以降の執筆者らが、それぞれ貧困女性の自立の困難さ
に言及していることも注目される。
　本書が大きなフレームワークを提示しつつ、具体的な貧困女性の実態に迫ることで「関
係性の困難さ」という特徴を示した点は、大きな貢献である。幅広い論者を集めた議論の
結果として高く評価される。その上で、この大きなフレームワークと「関係性の困難さ」
がどのように関係しているのか、その間にあるメカニズムは何かについて、本書の議論に
おいて必ずしも明確に述べられていない。
　明確に述べられていないものの、本書を通じて私が最も興味深いと感じた点は、4章以
降の各章の事例研究で挙げられる貧困女性たちが、「女性労働の家族依存モデル」を希求
しているように見える点である。山田論文が強調するように「女性労働の家族依存モデ
ル」への回帰は難しい状況である。にもかかわらず、過去のモデルへの回帰を希求するこ
とは、その依存的な関係を基礎とするモデルであるがゆえに「関係性の困難さ」を発生さ
せ貧困状態を複雑なものにさせているように見える。その意味で、女性たちの過去のモデ
ルへの回帰を望む心の問題を浮かび上がらせ、フレームワークと「関係性の困難さ」の間
を繋いでいると読むことができるのかもしれない。もちろん、なぜ一部の女性たちが過去
のモデルへの回帰を望んでいるのかについては、今後の研究の課題であろう。
（けいだ・まさゆき／立正大学経済学部専任講師）
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